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会話型デｰタ処理一その12-

G巨◎CARSでのデｰタ処理の手順(咽)

処理条件の設窟

吉井守正佐藤岱生(鉱床部)
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1.はじめに

前回までにGEOCAPS(地球化学デｰタ解析プログラム

システム)でのデｰタファイル作成とデｰタ入力･訂正･

編集などの方法について述べて来たので今回からはデ

ｰタ処理に話を移そう.

デｰタ処理用のプログラムは処理結果を数表で出力

するものと図形(グラフィックス)として出すものとに

分けられる.前者に属するプログラムとして

デｰタのコｰド別印刷

成分同士の計算

平均値･標準偏差の計算

相関係数の計算

後者としては

度数分布図(ヒストグラム)の作成

X-Y相関図の作成

X-Y相関図(積層型)の作成

三角図･四面体図の作成

キｰダイアダラムの作成(水質分析用)

ヘキサダイアグラムの作成(同上)

試料範囲の指定

デｰタ処理の実行後

図の出力に関する選択

次の操作開始行程の選択

ここで“選択"とはCRT画面に表示される質問項

目の中から使用者が択一し“指定"とは使用者カミ自分

のもつデｰタを入力してそれぞれ計算機に指示を与え

ることとしておこう.

使用者が行う作業内容はプログラムごとに異るがそ

れらを一括した概念的流れ図を第1図に示す.

以下主要な行程について説明しよう.

第1表プロゲラム別出力内容の比較

プログラム名

デｰタのコｰド

別印刷

成分同士の計算

がある(吉井･佐藤,1983a,1983b).

各プログラムの実行結果のあらましを第1表に示す.

このシステムではデｰタの図形処理に主眼を置いている

ので処理結果を数表形式で出力させる作業はどちら

かというと図形処理の前処理的存在といえよう.

今回は上記の各プログラムを一括してそgデｰタ処

理実行の直前までの行程について述べることにしよう.

2.行程のあらまし

平均値･標準偏

差の計算

相関係数の計算

度数分布図の作

成

X-Y相関図の

作成

X-Y相関図(積

層型)の作成

デｰタ処理のプログラムで使用者が行う手順には大

筋でつぎのものかある.

プログラムの選択

デｰタの入力(テｰプから)

処理条件の選択

処理成分の指定

三角図･四面体

図の作成

キｰダイアダラ

ムの作成

ヘキサダイアグ

ラムの作成

出力内容

1ぺ一ジ当たり6試料分の化学分析値等(お

よびノルム計算結果)および追加成分式(最

大11本)の計算結果

1ぺ一ジ当たり50試料分の成分式(最大11本)

の計算結果および全体の平均値･標準偏差･

最大値･最小値

平均値･標準偏差･最大値･最小値

相関係数

絶対度数または度数百分率による度数分布図

および平均値･標準偏差

X-Y相関図(回帰直線可)および相関係数

X軸成分対Y軸成分(最大10裂)の相関図

(回帰直線可)および北軸成分封各ツ軸成分

の相関係数

三角図または四面体図

キｰダイアダラム

1ぺ一ジ当たり12試料分のヘキサダイアグラ

ム

地質ニュｰス356号�
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始め

プログラムテｰプ

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

選

択

フ:ログラムT15

の先頭部入力

プログラム

メニュｰ

プログラム番号

日付･作業各

�匀

前回と1司じ

プログラム

丰

プログラムテｰプ

汐｣⑤

デ

�

タ

の

入

力

処

理

条

件

の

選

択

乏

デｰタ処理デｰタ入力用

プログラムヘ

�

�匀

インデックス

ファイル名

�匀

カラ押し

�

NOデｰタテｰプ

㌃①

周辺機器

CRT/プロッタ

ソｰト

する/しない

ソｰトする

�

丰

�

�匀

ソｰト行程

'.水質分析用

合計値を100%ににはない

再計算する/しない

�

式

一一一一水質分析用

�

では

�

重量比/当量

処理成分

座標軸数値

〆

合計用計数器=O

図の消

･_.CRT使用の場合

法*1

図の文字サイズ

座標軸など描図

�

�

入力確認

最初へOK成分式へ文字サイズヘ

小計用計数器二0

'試料通し番号

範囲

処

理

成

分

の

指

定

コｰド範囲

打点記号

デｰタ処理

と結果の出力

一一一打､点記号は打点式図形用だけ

緊急停止後の入口

イ子禾呈メニュｰ

次回の処理開始.行程

*里

ミ誉確構磯蔓1

人デデ打

1一点

力1夕か

夕検ら

の索の

テ｣タテｰプ

��

インデックス

フアイバ名

デｰタ入力

ソｰト行程

�

打点の座標値

からテL夕を

検索する行程

第1図デｰタ処理の概念的流れ図

*ユ図形用プログラム

*2ソｰトの行程については本誌第349号(吉井1983b)参照

*3茎妄箒ニグラムとヘキサダイアグラム手こはこの行程の代1に陽イオン･陰イオン各合計値の差の絶対値許容限度の指

*4図の内容追加(1)では図に伴って出力される計算値が追加分についてだけ行われ同(2)では最初からの合算となる.
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第2図プログラムメニュｰの表示

これは水質分析用プ回グラムの例である.

ニュｰがCRT画面に表示される･その例を第2図に

示す｡使用者は希望するプログラムを番号で選択する.

その指示に従って計算機が必要校プログラムセグメント

を連結する一この方法についてつぎに述べよう.

a)プロゲラムセゲメントの編成

このシステムでのプログラムの構造を第3図に示す.

プログラムは多数のセグメントから構成されている.

セグメントはプログラム全体に共通なものから各プロ

グラムに固有なものまで数段階ある｡これらを大別し

てつぎのように呼ぶことにする.

先頭部セグメント

共通部セグメント

中間部セグメント

各プログラムセグメント

3.プロゲラムの選択

プログラムを走らせると最初の行程でプログラムメ

中間部COM1

先頭部

プログラムセグメントの

連結

配列宣言

初期設定

共通部UNIV･

テ｣夕のデｰブ

からの入力

デｰタのコｰド

による検索

テしタのソｰト

デｰタ状況の出力

�

先頭部セゲメントにはプログラムメニュｰの表示

セグメントの連結配列宣言と初期設定の機能がある.

各セグメントの名称は先頭部セグメントにDATA文

�処理成分の指定��

�成分式の演算��各プログラム

�印刷条件の指定��PRINT

���デｰタのコｰド別印刷行程メニュｰコｰド範囲の指定

�前処理��

�ノムル計算とぞ�*1�CALCUL'

�の後処理��重国同上同上

�位���並匀

�処理成分の指定��

�成分式の演算��平均値鱗偏差[亘二エト[亘二1コ

�処理条件の指定��CORREL

A�前処理��･相関係数計算同上二[亘二]

�ノムル計算とぞ.の後処理�去1�HISTOG

���度数分布図同上同上

�工NITI��

�成分名の登録��XY-DIA

�デｰタファイルの作成��･一･相関図同上匝璽罫

����刪�

�INPUT��X-Y相関図(積層型〕同上同上

�デｰタの:��

�出力条件の指定��TRIANG

�キｰボｰドから��三角図･四面体図同上同上

�の入力��

�訂正��KEYDIA*2*3

�CRTによる表示��

�印刷��キｰタイアクラム同上□重二]

�編･集��HEXAD*3

�レコｰド��'㍗キサダイアダラム同上コｰド範囲の指定

第3図プログラムセグメントの編成

各セグメントの右肩にセグメントの編成名を記す.

なおこの編成は本誌第347号(吉井･佐藤,1983a)の第1図をその後の機能拡大により

*1ノルム計算プログラムだけに付属

*2打点からデｰタを検索する行程を主要部に内蔵している.

*3水質分析用プログラムだけに付属

打一11,(からの

テ｣タ検索

同上

改訂したものである.

地質ニュｰス356号�
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で書かれている.これをREAD文で読

みながら連結を行う.先頭セグメントの

一部を第4図に示す｡

第4図の第890行から第1030行までの間

にセグメント名カミ役割別に編成されて書

かれている.各行の第1項はその行に属

するセグメントの編成名で第2項以下*

印の手前までがセグメント名である.

ではセグメントの大別ごとに説明を加

える.

共通部セグメントは第890行にある編

成名UNIVに属するU651とST15であ

る.

中間部セゲメントは次の4行に亘り

COM1,COM2,INITIおよびINPUT

の4編成がありこれらは10種類のセグメ

ントから構成されている.

各プロゲラムセゲメントは第940行以

下にある.

たお各セグメントと機能との関係は

あらまし第3図のとおりであるが詳しい

対応については省略する.

528〔且1]百:OHPr■⊃1コr且π■1;口下〔l1二11,1二1,1二1:1,〔ヰ,〔15,〔盲,1二1',_,〔1官,1:11目,1二11,1:1星

53目C1RESTORES旨i[f

54目RET,｣RH

55国02RE筍TORES旨旨F■n

5百日良ETuRN

57国C3RES下ORE筍官pFt

5昌呂艮ETURH

59日じ4RESTORES昔FIf[

6日日RETl｣艮H

7冒日1:ユ2=RESTORES冒h言比

7百日良ETLlRN

7ア6R昌官1コ言艮E目]]1〕昔冒1コ主

7自国PRIHT

7皇国FRIHT1I〔rl〕uP=一';工1盲冒1;章

8舶〔口趾1BPテ官田日

81国RETuRトI

82国J昌嘗1ヨ1:EO昌Ll]…P盲旨筥ヨ

83目工戸刀昌量目圭〒1一幸IITHEH艮ETl｣艮H

84日LiNば]〕呈冒g峯,Joir1七

85日EOTOJ5冒g1

8百回P昌薯弓5=艮E目〕〕O昌冒臼‡

87目PRユHT]〕盲盲目撃

8宕自RET■｣RH

89国冒官u円iリ:刀目TR1｣Hユ},u自ヨ1,1≡;下士5,芋!千ヨウ'エ1りコ“

9ヨ量S冒仁｡m1:]コRT目〔1]内1,I拷1盲盲,P百5萬,EFε5,王手ユ箏O,〕“1=1寸二1世1,ヨウ)

91日量皇〔om宣:]]RTR1二〇}宣,工ば自首,FF目盲,手ユウカ,〕“'=イ･一1,､0,ヨウ:1

92日S冒1n〒=]]RTHIHIT工,工H1目,E国1号,苦手ユウカ,]“十テｰ一'〕フ寸1L

号3日ε冒目良r1=]〕RTRエト』PuT,E百三目,1二1F目ヨ,ER1目,E卜=19,幸手ユウO,]“十二ュウリョ0

9斗目S盲目rt=]〕RTRF見ユHT!EJ1三14,山1F1,円ユ目1ヨコｰト“㌔“I⊥1イニ･T1土■

9ヨ国S冒ド平rl=]〕戸丁目1=目L1二1LlL,u盲喧1,円1嗜7,Il=1ユヨ,壬t寸]“〕ト“ウ三1｣寸イサ,

9盲目S昌m冒r一:]〕目丁目旧E目H乱昌,1二百国臼,[1目1,Il:11ヨ,芋㌔寸芋二･手

97目S言1=rn:工1RTR〔口臭REL,1:1盲目1,r11目1,工1:1日,壬

皇昌国皇宮h昌n=]〕目TRHI盲TOl;,P自目…1,円ユ1目,I1ニュ日,手ヒ■トO“う山

9冒日S害偉拭[=ORTR‡ぐ一一工1I目,P盲目宣,円ユ1斗,I1二11盲,FC目1,

1目邑壇S害hr峠=]〕RT目H目RKE良,一書,円11斗,II:1盲,壬

1白1目S旨trn=]〕目丁目TRIR円1;,F盲嗜1,[11斗,Il:1虐,FC目1

量目度冒ソ=O円TR+くEヤユ1ユ目,F百1ヨ1,問11斗,Il=:1高,#手一'“イ下つ“う{

1目3日S言h冒#=]コRT目HE寓目]=1,F盲=1量,同11目,I1二11ヨ,圭!#㌔キ可'“､“う^

第4図先頭セグメントのプログラムリストの一部

連結すべきプログラムセグメントは,第890行から第1030行までの

DATA文に書かれている.

b)プログラムセゲメントの連結

使用者が選択したプログラムを組み立てるにはLINK

文を使う.YHP-9845丁計算機用のBASICではプ

ログラム行にラベルを付けることができる.プログ

ラムの連結もこのラベノレを用いて行う.すべてのプ

ログラムセグメントの最後の行にはJoint:というラベ

ルを付け一般にはこの行にセグメントを連結する.

するとJoint:のラベルはあとから連結したセグメ

ントの第1行に置き換えられて消去される｡この連結

の操作を繰り返すとJoint:のラベルはつねにプログ

ラムの最後の行にだけ存在する形になる.これがこの

システムでのセグメント連結の基本原理である.

ところでこのプログラムは第3図に見るとおり大

きくは樹枝状の構造をしてその主要な分岐点はA,

Bの2箇所にある､これと上に述べたセグメントの大

別との関係は

A共通部と中間部の接点

B中間部と各プログラムの接点

にそれぞれ対応する.

ひとつのプログラムを実行したあと別のプログラム

ヘ移る場合は両プログラムの関係を判断してAまた

はBから先のセグメントを入れ換えれば能率がよい.

1984年4月号

'"1｣

そこでこれらの接点となるプログラム行には特定の

ラベルを付ける必要がある.このシステムではつぎの

よう狂名称を用いている.

����

����

具体的には共通部の最終セグメントST15の末尾に

Entpr0:のラベノレがありそれに接続する中間部の最

初のセグメントIK66,IN10,E620の第1行に同じく

Entpro:がある.接点Bでも同様にして中間部の

最終セグメントの末尾にEntjob:各プ回グラム第1番

目のセグメント(EJ34,W601など)の第1行にEntjob:

カミある.このようにすると1本のプログラムの中には

必ずEntpro:およびEntjOb:という節目を持つこと

になる.ひとつのプログラムからほかへ移るときは

計算機が状況を判断して適切な節目から先のセグメント

を取り換える.この操作は第4図の主として第270行

から第510行の間で行われる.

プログラムの最終行にあるJoint:のラベルを頼りに

手動でセグメントを連結し臨時の作業をすることもで

きる1

以上のことからもわかるようにセグメントの連結は�
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プログラム間での共通性の高いものから低い方へ順に行

われプログラムの実行順とは無関係である.

各セグメントの連結カミ終るとプログラムメニュニで

選択した処理に必要な1本のプログラムが出来上る.

行程はデｰタの人カベ造み一般にはすでに作成されて

いるデｰタテｰプから計算機の配慮装置にデｰタを入力

する｡

4処理条件の選択

使用者による処理条件の選択項目のおもたものを第2

表に示す.この行程は大体つぎの順序で進行する.

ア･図形用プログラムで出力機器にCRTまたはプ

ロッタを選択.

イ･デｰタのソｰトを要するか否かを選択(オペての

プログラムに装備されているため第2表では省略).

ウ･化学分析値の合計を100%に再計算するか否か

を選択.

工.化学分析値のままデｰタ処理するかモル数に

換算するかを選択.ただし水質分析用デｰ

タでは当量に換算する.またキｰダイアダ

ラムとヘキサダイアグラムのプ1コグラムではこ

の行程カミなく常に当量への換算が行われる･

オ.そのほかの選択事項としてはコｰド別印刷プ

ログラムで用紙を冊子式にするか連続式にする

か積層型X-Y図の縦横比三角図･四面体図

ではどちらの図にするかなどカミある.またキ

ｰダイアダラムとヘキサダイアグラムの場合は

陽イオン合計値と陰イオン合計値の差の絶対値

(理想的には0)の許容限度(%)の指定も行う.

以上の各行程の詳細については本誌第347号など(吉

井,1983a;吉井･佐藤,1983a,1983b)で述べたので

ここでは省略する.

これらの申でとくにデｰタのソｰトについて述べる.

各プログラムでのデｰタ処理に先立ってデｰタをソｰ

トし並べ変えられた試料の通し番号範囲を指定して

処理区間を限定するとデｰタ処理の機能拡大や能率向

上に役立つ.つぎに具体例を掲げよう.

試料に関するソｰトは試料番号がデｰタの分類別に

規則性をもって付けられている場合に有効で試料番号

をあたかもコｰドの一種であるかのように利用できる.

コｰドに関するソｰトは特定のコｰド(サブコｰド)

を一定の通し番号範囲に集約できるので処理能率カミ向

上する.

成分の数値に関するソｰトは使用者が着目する成分

の値について一定の順序に配列できるので特定の数値

範囲に限ったデｰタ処理ができる.

5処理成分の指定

この行程では処理すべき成分と結果の出力形式図中

の文字サイズの指定が行われる(第2表).これらに関

連したことからを次に述べよう.

a)処理成分の範囲

ここでいう処理成分にはつぎのものが含まれる.

ア成分名ファイル中のすべての項目(化学成分以外

のものも含む)｡

イ成分名ファイル中にFe.O｡およびFeOが共

存するときT.Fe･03およびT.Fe0(全鉄).

ウノルム計算用プログラムでは全ノルム鉱物

���爬慢�測��攬��������

摩�礬漱��浴�������昬���

およびD.I.

b)成分式

このシステムでは上記の各成分を任意に組み合わせた

算式(成分式)を指定しプログラムの変更なしに四則混

合算ができる(吉井･佐藤,1982.1983･,1983b).成分式

の実例については本誌第347号に示した･指定された

成分式の文字デｰタカミどのように記憶されどのように

して演算が実行されるかについては次回にゆずる.

C)計算結果の代入

上記の成分式による計算結果を成分名ファイル中の

任意の成分に代入することができる(吉井･佐藤,1983b).

これは比較的最近に追加された機能で本誌では今回初

めて詳しく述べることになる.

この操作を行うには成分式を指定する行程で式に

=(等号)を用いその左辺に代入先の成分名を右辺

には成分式を書けばよい.代入先の項には当面デｰ

タ処理をする予定のないものを選びたとえば

����き杯寸吮䙥漫��

また定数を入れたければ

���伀

などと書く.これで右辺の計算結果が左辺の項に入

れられる･この書式はあたかも成分名を変数とする

地質ニュｰス356号�
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策2表プロゲラム別処理条件選択･処理成分指定の比較

主な手順��処理条件の選択����処理成分の指定��コｰド�デｰタ処

�周辺機器�化学分析値合計値�化学分析値�その他�処理成分�出力形式�文字�範囲の�理実行後

プログラム名��100%へ再計算�の処理��(成分式の数��サイズ�指定�の選択

デｰタのコ��する/しない�重量比/モ�印刷用紙�全成分*1�各成分(式)ごとに数値���

�■��������

��1,一般化学デｰ�ル数�冊子式/連�および追加成�の小数位けた数�■�○�一

一ド別印刷���������

��夕月プログラ�(鐵鰯は)�続式�分式(最大11)�(9を指定すると印刷から除外)���

成分同士の��ムでは､Tota1�������

��またはSum���成分式�各成分式ごとに数値の���

�一��同上�一��整数位および小数位け�1�O�■

計算.��の1つ手前の���(最大11)�た数���

��成分までにつ�������

平均値��いて行う｡���成分番号範囲*1�成分式または成分番号���

標準偏差の�■��同上�一�または�を一括して数値の小数�一�O�一

計算�����成分式(1)�けた数���

��2,ノルム計算用�������

相関係数の��プログラムで�������

計算�■�は､Si02から�同上�■�同上(2)�(小数位4けたに固定)�■�○�■

��P205までの�������

��区間の成分に�������

度数分布図�CRT/�ついて行う｡����x軌最小値､最大値､階級幅���

���同上�■�����

の作成�プロッタ����成分式(1)�y軸:度数*2最大値､目盛�○�O�図の印刷要否

������各軸:数値付目盛初値､間隔���

X-Y相関図��3,水質分析用プ�������

��ログラムには����x軸:最小値､最大値､目盛���副帝直線の

�同上�この機能はな�同上�】�����

の作成�����同上(2)�y軸:同上�O�◎�イ伽要否､

��い｡����各軸:(度数分布図に同じ)���図の印刷要否

X-Y相関図���������

(積層型)�����1土/測�x軸:(X-Y相関図に同じ)���

の作成�同上��同上�図の縦横比��y軸:(最大10段):(同上)�○�◎�同上

������各軸:(度数分布図に同じ)���

三角図･���������

四面体図の�同上��同上�三角図/四�同上(3/4)�一���

����面体図���○�◎�図の印刷要否

作成���������

キｰダイア����陽･陰画イ�����

グラムの作�同上��当量だけ�オン合計値�����

����差許容限度�同上(4)�'�○�◎�同上

成����(%)�����

ヘキサダイ���������

アダラムの�同上��同上�同上�同上(6)�軸の最大値､目盛�■�○�一

作成���������

一機能なし○機能あり◎打点記号の指定可能

*1ノルム計算用プログラムでは､全ノルム鉱物およびD.Lを含む*2

絶対度数/度数百分率の選択可能

プログラム実行文の趣があるがあくまでも算法を指示

するデｰタに過ぎ狂い.

とくに成分同士の計算プログラムでは一回に多数の

成分式の計算ができる(第2表).その演算は式の入力

順に行われるので代入先に指定した成分(関数)を

次の式では成分式の項(変数)として使える.この手続

きを次から次へと繰り返すことにより1回の作業で驚

くほど複雑な計算カ拙来てしまうことになる.

この方法は代入先の成分の数値デｰタを直接書き変え

るので計算結果のソｰトもできる･そのまま値をテ

ｰプにレコｰドすることも勿論できる.これは大変便

利なのだカミ便い方を誤るとデｰタ処理に必要な成分の

値を破壊してしかもそのことに気付かずにいる危険性

もある.そこでこの方法を活用するにはデｰタの量

とにらみ合わせて成分数に余裕があれば代入先専用の

1984年4月号

項目をあらかじめ成分名ファイノレに作っておくのカミ得策

である.

d)成分式に係るそのほかの機能

図表に成分式そのものが表わされるのが必ずしも適当

でない場合がある･式が長いときなどは入りきれない

ことカミある.とくにデｰタのコｰド別印刷プログラム

では文字長が12字までしか許されず厳しい.そのよう

荏場合には成分式の別名表示機能を使うとよい.

例えば

�き杯寸䙥漫���杯�漱┩

のように式の終りに;(セミコロン)を付けてその後に文

字を書く.このようにすると;に続く文字だけが出力

される｡コｰド別印刷プログラムではさらに;の直後�
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に@(アットマｰク)を付けるとその項目の印刷前に1

行分の空白カミでき@に続く文字が出力される.

e)成分番号範囲の指定

平均値･標準偏差の計算プログラムと相関係数の計

算プログラムでは上記のような成分式のほかに成分

名ファイル中の一連成分についてまとめて処理すること

カミできる･この方法を選択するとCRT画面に成分名

ファイルの全成分(ノルム計算用プ回グラムはこれに加え

て全ノルム鉱物とD,I.も)が表示される｡使用者はそ

の中から処理をしたい成分の範囲を番号で指定する.

相関係数の計算では相関関係を調べたい成分番号範

囲の組を任意に指定できる.もちろん全成分総当たり

あるいは全主成分対全微量成分の相関などの指定もでき

る.

f)数値の出力けた数の指定

これはつぎのプログラムに適用される.

コｰド別印刷プログラムでは各成分および追加され

た(最大11本の)成分式それぞれに数値の小数位けた数を

指定できる･もしけた数g(以上の値)を指定する

とその項目は印刷から除外される･とくにノルム計

算値の印刷などでそのデｰタからは算出されないノル

ム鉱物の項目をこの方法で省略できる.

成分同士の計算プログラムでは指定された(最大11本

の)成分式の計算結果に対して個別に数値の整数位け

た数と小数位けた数を指定できる･

甲申値･標準偏差プログラムでは計算結果の小数位

けた数を指定する.(成分番号範囲を指定した場合の各成

分個別のけた数指定は目下のところできない.)

g)座標軸の数値指定

図形用のプログラムの中でη座標または直線座標

(ヘキサダイアグラム)に結果を表現する際の数値範囲と目

盛などをプログラムごとにつぎのように指定する.

説明の都合上X-Y相関図･同積層型･度数分布図･ヘ

キサダイアグラムの順に述べよう.

X-Y相関図ではまず北軸側の最小値･最大値･目盛

を指定する｡つぎに数値付きの長い目盛を指定する.

その初値は最小値より大きい目盛値と一致しその間隔

は目盛の整数倍に定める必要がある.

たとえば最小値･最大値･目盛をそれぞれ

����

また数値付目盛の初値･間隔を

㌰

─

㈰

工0

　

����

卩�

第5図座標軸の数値指定の例

X-Y相関図では

π軸:最小値50最大値80目盛2数値付目盛の初値

60間隔10

ツ軸:最小値0最大値30目盛1数値付目盛の初値

10間隔10

という指定で図のような座標軸が描かれる.

度数分布図ではツ軸最小値の指定はなく(常に0)同

最大値に%の文字を加えて指定すると度数百分率によ

る図が描かれる.

��　

と指定する操作では北軸のツ軸との交点を50兄軸

の終端を80とする座標軸カミ設定され50から2ずつのき

ざみで短かい目盛かまた60と70の点には数値付目盛カミ

それぞれ描かれる.ツ軸についても同様の手順で指定

を行う.

X-Y相関図(積層型)は上記のX-Y相関図のツ軸

側に最大10段まで図を積み重ねたものだから指定の方

法は基本的に同じでツ軸側については段数の分だけ作

業を繰り返せばよい.

度数分布図の例を第5図に示す一これは上記X-Y相

関図と同じ｡指定による.ただし度数分布図では北軸

の目盛が階級の幅その本数カミ階級数に対応する.階

級数に対しては100階級以内という制限カミ付く.

ツ軸側は度数を表わす･その最大値を指定する際

数値に%(パｰセント)の文字を付けると度数百分率で

図が表現されるよう内部的に分岐が行われる･それ以

外は絶対度数で表わされる.数値付目盛については

X-Y相関図と同じである.

ヘキサダイアグラムは直線座標だからその最大値と

目盛とを指定するだけでよい.

h)文字サイズの指定

地質ニュｰス356号�
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図形用のプログラムでは成分式･座標軸の数値･囲

内にプロットされる記号(以下抗点と呼ぶ)･脚注の4種

類について個別に指定できる･とくに長大な成分式を

書いたり大きな数値を指定するとそれらの文字の一部

カミ図からはみ出しチョン切れてしまうのを防ぐのカミ主

目的である.関係の各プログラムとも標準の文字サイ

ズカミ初期設定され各文字サイズが数値としてCRTに

表示されるので使用者はこれを参考にしなカミら各サイ

ズの調整ができる.放おこのサイズに0を指定する

と成分式･座標軸の数値･脚注については省略され

打点についてはその記号の指定に関係狂く点(ドット)

で表現される.

i)ペン色の選択

プロッタを使用する場合は図の座標軸放との外枠と

打点など図の中に描かれるものに対して別々の色をペン

番号で選択できる.使用中の(Y亘P-9872A)プロッタ

は4色のペンを持ち最近ロットリングのペンも使える

ようになった.

ペンの色指定は座標軸や数値たどについては文字サイ

ズの指定に続いて行い打点などについてはコｰド範囲

の指定に続いて行う.

6.入力の確認

上に述べた各種の選択･指定の確認をする行程がある

(第1図).図形用のプログラムでは座標軸などを実

際に描くので使用者はこれを見て必要たら適当な行程

へ戻ってやり直す･一度入力した文字を修正し放い事

項についてはCONTキｰをカラ押しして進めばよく

この点は便利にできている.

もし修正の必要がなければ下記に述べる試料に関す

る指定の行程へ進む.

7.試料範囲の指定

デｰタ処理を行うとき必ずしも全試料について検索

を行わなくてもよい場合が多い･とくに何らかの項目

についてソｰトされたデｰタではむしろ特定区間の試

料だけを取り扱ねぱなら狂いことすら起り得る.

試料通し番号範囲の指定

これにはその初値･終値を指定する.終値カミ試料数

より大きい値の場合は自動的に終値=試料数とされる.

この試料通し番号範囲指定の行程は内容に変更が狂い

限り次回からはCONTキｰのカラ押しでよい.

1984年4月号

なお初回でのCONTキｰのカラ押しでは初値=1

終値=試料数すなわち全試料が処理の対象となる.

コｰド範囲の指定

デｰタ処理をしたい試料をその分類コｰドによって検

索する方式についてはこれまでにも何回か説明し

(吉井1980;佐藤･吉井1983a;吉井･佐藤1983b)て

来たのでその詳細は省略する.

その代りにかなり以前から装備されていながら紹介

の機会に恵まれなかった指定コｰドのテｰプヘのレコｰ

ドとその再生法についてつぎに述べよう.

コｰド群のレコｰドと再生

多数の組からなるコｰドをデｰタ処理のたびにキｰボ

ｰドから入力するのは手間と時間カミかかる.指定コｰ

ドに変更カミなければ2回目からCONTキｰのカラ押し

ができるがそれでもキｰを押す回数カミ多いと煩わしい.

そこで一度計算機に入力したコｰド群をデｰタテｰプ

中のコｰドファイノレにレコｰドしてあとから何回も利

用する仕組が付いている.その行程の流れ図を第6図

に示す一

コｰドファイノレはデｰタ用のファイルと共にテｰプの

中に作られている(吉井,1983a).このファイルはコ

ｰド群の名称を36群分収容する“ECD"と各群のコ

ｰドの組(最大9組)を入れる“ECD1"とから構成され

ている.

コｰド群のレコｰドをする行程はコｰドの指定をす

る行程の最終段階にある･これを選択すると最初の回

ではテｰプカミ走り“ECD"の内容すなわちコｰド群名

のリストかCRTに表示される･その中から空欄また

は不要となったコｰド灘を番号で選ぶ.つぎにレコ

ｰドしようとするコｰド群に命名しその文字を入力す

る･入力確認の行程でOKを出すとそのコｰド群

カミ“ECD1"のファイルに収められる.そしてただち

にデｰタ処理行程へ進む.

コｰドファイノレの内容を取り出すにはコｰド指定の

最初の行程すなわち第1組のコｰドの第1サブコｰド

の初値を指定するところで*(アステリスク)を入力す

る｡最初の回だけはここでテｰプが走り“ECD"の内

容を入力しCRTにコｰド群の名称が表示される.

この中から必要とするコｰド群を番号で選び出すとそ

れに対応する“ECD1"ファイル中のレコｰド内容が入

力されてCRTに表示される.

ここでOKを出せばすぐデｰタ処理行程へ進む.

訂正を選択した場合は試料通し番号範囲の指定行程まで

戻るのでコｰドの指定を最初からやり直せる.�
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入口

試料通し番号

初値,終仇

第1紺第1サブ

コｰド初傲

コｰド群をレコｰドしておくことの利点は上に述

べた省力に加えて各コｰドの組ごとに打点記号(プロ

ットマｰク)との対店をつねに一定に保てることにあ

る.すなわち同種のデｰタなら図の種類や時期

カミ異なっていても記号を統一できるという大きなメ

リットがある.

�伀

�

�匀

コｰド群1jストYES

入力済み

一

“皿CD"N0

①

コｰド群リスト

入力

“ECD1"

⑤

コｰド群リスト

¢

��

���

0算NO

�

�匀

劣組ごとの

各サブコｰド

初値･

その組の

最初へOK最初へ

コｰド群の次の

終リレコｰド組へ

コｰド群リストYES

入力済み

一

“ECD"N0

～

コｰ1群リスト

入力

コｰド群

リスト

リスト群中の

空き番号

コｰド群名

(命名)

追加コｰド群

を含むリスト

8.あとがき

今回はデｰタ処理開始直前までに行われる作業手1唄

を中心に述べた･多数のプログラムについて各論す

ると膨大な紙面を費すし重複も多くなるのでデｰ

タ処理用の概括的な説明に限定することにした.そ

して以前に述べた事柄は極力簡略にする一方最近追

加された機能などについては詳しく述べた.

プログラムは必要のつど改訂されておりこのシリ

ｰズを読み通すとつじつまが合わない箇所も少なくな

い･GEOCAPSと銘打ってからさえその後に機能

の追加が行われてたとえぱセグメントの編成も変更

されている.

このシステムはBASICというインタｰプリタ言語

で書かれているのでプログラムの修正が仕易い上に

使用者の使い勝手の良さを追求し必要に赤じていつ

でもプログラムの改良をするという考え方に立ってい

る.

したがってこのシステムは常に“未完成"という宿

命にありその“完成"を待てば永遠に発表の機会

がたいことになる･その未完成なものに区切りを付

けて一庵完成したものとして書かねばならないとこ

ろに筆者の頭痛の種カミある｡もっともこれはすべて

の研究で共通的に言えることなのだが.

��

���

�乏

絅��

絅���匀

び

コｰト群リスト

コ貝カロコｰト男手

レコｰド

デｰタ処理行程へ

第6図コｰド群のレコｰドと再生の流れ図

コｰド群のレコｰドをするか否かはコｰド指定の最終行程

で選択する.コｰド群の再利用をするときはコｰド指定の最

初(第1組第1サブコｰド初値)の行程で*印を入力する.
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